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脳疾患画像データベース構想 

アルツハイマー病(AD)等認知症、精神疾患の克服 

国際的に利用可能な 
公開DB構築 

質の高い臨床情報 
バイオマーカー 
遺伝情報 

アカデミア 
製薬企業 
審査当局 

J-ADNI (Alzheimer’s Disease Neuroimaging Initiative) 

--AD発症過程を縦断する脳画像研究 
～磁気共鳴画像法(MRI)、PET画像～ 

包括脳--精神疾患の脳画像 
（MRI構造、安静時fMRI画像) 

Brain Imaging DB 
(統合脳画像データベー

ス) 

ADと精神疾患の病態解明 
治療法開発 
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ヒト脳疾患画像の特徴 (1) 

• データサイズが厖大（例：J-ADNIのMRI: 
~150MB x 4000 件、総計600GB） 

MRI 

PET 

MRI幾何学的歪みの補正 

• 計量的評価のために厳密なQC・
補正が必要 

 
 

•   DICOM/NIfTIなどの専用画像規格 
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ヒト脳疾患画像の特徴(2) 

臨床・心理検査 

• 変化率が重要：経時的な
縦断研究の必要性 
 

• 臨床・生化学・遺伝子情報
とのリンクが必須
→Multimodalな巨大デー
タベースとして構築 
 

• 薬の治験では臨床データ
のバラツキを克服する強
力なバイオマーカーとなる 
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アルツハイマー病進行の時間経過 
（病理学的には早期から発症している） 

現在の治験が行
われている時期 

抗アミロイド療法など根治
療法が最も有効と考えら
れる時期 

Disease-modifying therapy成功には、可及的早期の治療
(AD<MCI<preclinical?）が必要。それにはバイオマーカーが必須! 

軽度認知障害：正常と認知症の中間。健忘型MCI
は多くがADに進展、前駆状態と考えられている 

“preclinical AD” 
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AD Neuroimaging initiativeの世界ネットワーク 

US ADNI 

S-ADNI 

EU ADNI 

J-ADNI 

AIBL (Au-ADNI) 

Dr. Chris Rowe 

Dr. Michael Weiner 
Dr. Giovanni Frisoni 
(E-GRID imaging repository) 

Korean-ADNI 
China-ADNI 
Taiwan-ADNI 

 Lab of Neuroimaging (UCLA) Dr.  Art Toga 
画像・臨床データの世界即時公開システムを運営 
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•NEDO,厚労省連携 2007- 
•38臨床施設 
•600例を検討（現530例） 
•1.5テスラ MRI  
•PET 
  ---FDG PET (67%) 
  ---アミロイドPET (42%) 
•血液・アポE遺伝子型 
•脳脊髄液検査 (40%) 
•臨床・心理検査 (14種の国際互換バージョン） 

検討群 
(60-84歳) 

症例 
数 

フォロー
アップ 

早期AD 150  2 年 
MCI 300  3 年 
健常者 150  3 年 

東北大 

京都大 
京府医大 

群馬大 筑波大 美原記念 

鳥取大 

都老人医療C 
金沢大   埼玉医大 

長寿医療C 浜松医療C 

弘前大 

大阪市大 
大阪大 奈良医大 

岩手医大 

東京医大 
東医歯大 

順天堂（本院、江東） 
 久里浜 横浜市大 

日本医大 東大 

福岡 大 

信州大 精神神経C 
杏林大 

札幌医大 

神戸大 
岡山大 

秋田脳研 

香川大 

放医研 

新潟大 

熊本大 

J-ADNI臨床研究：AD創薬のための画像バイオマーカー樹立 

MRIによる精密な脳容積の測定 

PETによる脳代謝・アミロイド蓄積の評価 

体液生化学マーカーの測定 
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J-ADNI MRIコアの成果：既に3000件の画像を
収集；Volumetric analysis by structural MRI 

Correction of signal equity  

Correction of distortion 

MRI core PI 
松田博史 

•機種間差補正のアルゴリズムを完成 

•むら、歪み補正プログラムの確立 

各群で年間の海馬萎縮率を算定 
→根治薬治験の評価指標となりうる！ 
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positive 

negative 

Amyloid PETコア 

PI  石井賢二 

Positive 24%      75%          95% 

apoEε4陽性者では健常者、MCIでも 
６０代からアミロイド陽性例が多数出現 

J-ADNIアミロイドPETの成果 
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臨床・画像データ入力 
（匿名化セキュア送信） 

オンラインデータチェック 

生化学・遺伝子データ入力 
（匿名化セキュア送信） 

画像補正 
画像解析 

データ抽出・再構成 
J-ADNI or 包括脳DB 

データ利用 

J-ADNI, 包括脳で行っている画像・臨床データ処理の流れ 

VPN構築
下で遂行 

DB構築とデータ
利用が同時進行 
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今後のアルツハイマー病治療とADNIの方向性 

認知症発症後(臨床的なアルツハイマー病=AD 
dementia)では、根本治療・予防は遅い？ 

軽度認知障害（従来のlate MCIに加えて、”early MCI”も）、
プレクリニカルAD（症状はないがアミロイドなど病理発
症）段階での予防的治療がベスト？ 

高血圧、コレステロールを健康時からコントロールして
動脈硬化を防ぎ、vascular eventを予防。同様の発想で、
アルツハイマーでもアミロイドなどを抑えて発症を予防
する「先制医療」を目指す方向性 

 preclinical AD, ITクラウド、脳イメージング技術開発など
にfocusした”J-ADNI2”プロジェクトを準備中 

 アルツハイマーから精神疾患、各種疾患へのデータ
ベースづくりの応用展開へ！ 
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臨床・心理コア 
MRI・PETコア 
生化学コア 

J-ADNI1・脳疾患画像DB 
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ＩＴ融合プラットフォーム ：脳疾患画像DBとJ-ADNI1/2臨床研究 

ＩＴ融合プラットフォーム   ：  ＣＳスクエア 

画像解析技術開発 

最新画像機器 （機能的MRIなど） 
先進ＩＴ企業コンソ 
東大生産技術研 
（喜連川教授） 

J-ADNI2 

オール・ジャパン 
臨床研究体制 NEDO-TR継承 製
薬

企
業
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ン
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像
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Preclinical ADに対する薬剤介入研究が米国で進展： 
抗Aβ抗体医薬の予防治験(API)がNIHにより承認、Genentech社によるサポート 
南米コロンビアのpresenilin 1 E280A変異家系未発症キャリアを対象 

このほかにDominantly Inherited AD Network (DIAN), Anti-Amyloid treatment of Asymptomatic 
Alzheimer (A4)も2013年にかけて始動 
我が国でもプレクリニカル期の先制医療をめざして！ (c)2012岩坪威（東京大学大学院医学系研究科・神経病理学）


	脳疾患画像データベースの医学への応用：アルツハイマー病の治療をめざして 
	脳疾患画像データベース構想
	ヒト脳疾患画像の特徴 (1)
	ヒト脳疾患画像の特徴(2)
	アルツハイマー病進行の時間経過�（病理学的には早期から発症している）
	AD Neuroimaging initiativeの世界ネットワーク
	スライド番号 7
	J-ADNI MRIコアの成果：既に3000件の画像を収集；Volumetric analysis by structural MRI
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	今後のアルツハイマー病治療とADNIの方向性
	ＩＴ融合プラットフォーム ：脳疾患画像DBとJ-ADNI1/2臨床研究
	スライド番号 13



